
                                                                       

 

初
冬
の
候
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
東
京
都

同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

現
在
、
昭
和
・
平
成
の
時
代

に
生
き
た
人
的
財
産
と
知
的
財

産
を
活
か
し
、
令
和
と
い
う
次

世
代
に
生
か
す
た
め
新
た
な
企

画
・
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
平
成
史
と
し
て
東

京
都
同
窓
会
の
歴
史
を
ひ
と
つ

に
ま
と
め
る
編
集
で
す
。
こ
れ

ら
の
時
代
に
生
き
た
同
窓
一
人

一
人
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
ら

え
て
記
録
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

具
体
的
な
活
動
は
、
昨
年
度

よ
り 

①
教
員
名
簿
の
整
理 

②

企
業
で
活
動
し
て
い
る
情
報
収

集
と
整
理 

③
今
ま
で
長
年
ご

尽
力
さ
れ
た
方
の
原
稿
依
頼
と 

  整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

会
長
を
、
平
成
二
十
七
年
よ

り
岡
田
先
輩
か
ら
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
尊
敬
し
て
い
る
先
輩
か

ら
組
織
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ

発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
生
活
感
の

異
な
る
時
代
を
超
え
た
後
輩
に

伝
え
る
作
業
で
す
。 

 

こ
の
事
業
は
、
取
り
組
み
始

め
た
ば
か
り
で
す
。
五
年
前
、

引
き
受
け
て
す
ぐ
は
、
創
立
百

二
十
五
周
年
に
向
け
た
実
験
的

な
取
り
組
み
で
し
た
。 

 

一
九
六
八
年
に
、
今
で
い
う

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
日
本
青
年
海
外
協

力
隊
が
中
南
米
に
初
め
て
派
遣

さ
れ
、
こ
の
写
真
に
は
、
四
名

の
日
体
大
の
卒
業
生
が
い
ま
し

た
。
私
の
仕
事
は
、
東
京
都
同

窓
会
の
活
動
の
事
実
と
記
録
を

示
し
、
そ
の
中
で
生
き
た
先
輩

方
の
活
動
を
掘
り
起
こ
し
後
輩

に
引
き
継
ぐ
事
で
す
。 

記
録
で
示
す
こ
と
が
重
要
で 

  あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
日

体
大
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
大
学

の
発
展
を
考
え
活
動
す
る
先
輩

と
そ
の
同
窓
が
い
ま
し
た
。
ま

た
、
過
去
に
は
活
動
資
金
集
め

や
収
支
決
算
等
に
多
く
の
労
力

を
費
や
し
、
同
窓
の
力
で
多
く

の
課
題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
東
京
都
同
窓
会
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。 
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「
日
体
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
中
日
、
二
〇
一
九
年
十
一

月
二
日
に
「
民
間
企
業
人
全

国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 か

つ
て
の
日
本
体
育
大
学

は
「
体
育
教
師
」
の
育
成
学
校

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

程
、
体
育
の
先
生
は
日
本
体

育
大
学
出
身
者
が
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
は
一

九
八
八
年
卒
業
で
あ
る
が
、

そ
の
時
も
「
体
育
教
師
」
を
目

指
す
人
が
多
く
い
ま
し
た
。 

時
は
流
れ
現
在
と
言
い
ま

す
と
、「
体
育
教
師
」「
警
察
官
」

「
消
防
団
」
な
ど
公
務
員
は

三
割
程
度
で
「
民
間
企
業
」
に

就
職
す
る
人
間
が
約
七
割
と

時
代
の
変
革
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

日
本
体
育
大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

が
民
間
企
業
で
活
躍
す
る
時

代
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
企
業
の
社
長
も
日
本
体
育

大
学
出
身
者
が
い
る
の
も
嬉

し
い
限
り
で
す
。 

今
ま
で
の
「
同
窓
会
」
と
い

う
と
学
校
の
先
生
方
が
中
心

と
な
っ
て
実
施
し
て
参
り
ま

し
た
。
良
い
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
封
建
的
な
上
下
関
係

で
足
が
遠
の
い
て
し
ま
う
弊

害
も
事
実
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
今
回
こ
け
ら
落
と
し
と

言
う
べ
き
初
め
て
の
「
民
間

企
業
人
全
国
大
会
」
の
実
施

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
結

論
か
ら
言
い
ま
す
と
、
実
施

し
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。 

当
日
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
提

案
に
よ
り
「
校
歌
斉
唱
」
に
始

ま
り
、
松
浪
理
事
長
の
講
演

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
理

事
長
か
ら
は
「
日
体
企
業
人

に
期
待
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
し
て
心
を
打
つ
お
話
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

現
在
「
日
本
体
育
大
学
」
も

変
革
の
時
を
迎
え
、
時
代
に

合
っ
た
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

た
学
校
運
営
を
し
て
い
る
と

理
事
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。 

ま
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か
ら
「
私

が
母
校
に
出
来
る
事
」
の
提

案
が
あ
り
、
卒
業
後
も
皆
「
母

校
愛
」
が
あ
り
企
業
も
卒
業

生
を
歓
迎
す
る
暖
か
な
言
葉

が
あ
り
、
そ
の
中
に
も
決
し

て
贔
屓
を
す
る
の
で
は
な
く

厳
し
い
目
を
も
っ
て
迎
え
入

れ
る
と
の
事
で
し
た
。 

支
部
の
「
活
動
事
例
」
で
は

成
功
事
例
は
当
然
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
事
は
「
失
敗
事

例
」
で
支
部
組
織
の
発
展
に

つ
な
が
ら
な
い
等
の
貴
重
な

意
見
が
お
聞
き
出
来
ま
し
た
。 

場
所
を
「
青
葉
台
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
移
動
し
て
行
わ
れ

た
夜
の
「
懇
親
会
」
で
は
全
国

の
企
業
人
の
懇
親
が
老
若
男

女
で
交
わ
さ
れ
、
日
体
大
パ

ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
全
国
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
「
日
体
大
企
業
人
」
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
今
後
生
か

し
て
、
世
の
中
全
体
に
「
流
石
、

日
本
体
育
大
学
」
と
い
う
範

を
示
し
て
い
け
れ
ば
と
感
じ

ま
し
た
。 

今
後
と
も
「
教
員
」
と
「
企

業
人
」
の
強
み
を
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
て
い
け
れ
ば
幸

い
で
す
。 

二
〇
一
九
年
度
、
第
一
回

東
京
都
同
窓
会
教
育
支
援
委

員
会
が
四
月
十
三
日
（
土
）
十

三
時
よ
り
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

私
か
ら
会
の
初
め
に
、
今

年
度
は
役
員
改
選
の
年
で
も

あ
り
、
改
め
て
設
置
目
的
と

教
育
支
援
委
員
会
運
用
規
定

の
見
直
し
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
正
点
は

第
五
条
（
任
期
）
再
任
妨
げ
な

い
に
加
え
、
任
期
を
二
年
間

と
す
る
。
第
六
条
（
人
数
）
は

十
名
程
度
か
ら
十
名
～
十
八

名
と
し
、
構
成
員
は
（
公
立
学

校
・
私
立
学
校
の
小
・
中
・
高
・

養
護
・
特
別
支
援
・
事
務
局
の
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経
験
豊
富
な
人
材
）
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
構
成
す
る
。
の
二

点
を
加
筆
し
、
執
行
部
会
で

承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
私
学
か
ら

鶴
貝
秀
明
校
長
先
生
を
新
メ

ン
バ
ー
に
お
迎
え
し
、
委
員

十
四
名
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

業
務
内
容
は
教
育
実
習
巡

回
指
導
と
東
京
都
教
員
採
用

試
験
受
験
者
の
対
策
講
座
で

す
。
教
育
実
習
巡
回
指
導
は

大
学
側
か
ら
の
依
頼
に
よ
る

都
内
教
育
実
習
生
の
事
前
指

導
に
加
え
、
実
習
期
間
中
の

巡
回
指
導
、
そ
し
て
実
習
終

了
後
の
事
後
指
導
で
す
。
今

年
度
か
ら
年
齢
制
限
に
よ
り

巡
回
指
導
員
の
数
が
大
幅
に

減
少
し
講
師
二
十
名
で
二
百

五
十
名
中
、
九
十
三
名
の
学

生
を
担
当
し
ま
し
た
。 

東
京
都
教
員
採
用
試
験
受

験
希
望
者
に
向
け
、
本
学
の

一
年
生
～
四
年
生
、
既
卒
者

を
対
象
に
準
備
講
座
の
開
催

で
す
。
今
年
度
は
四
月
・
五

月
・
六
月
は
受
験
者
を
対
象

に
三
回
の
講
座
を
企
画
し
ま

し
た
。
内
容
は
教
職
教
育
、
専

門
教
育
の
学
習
ポ
イ
ン
ト
、

教
育
小
論
文
の
書
き
方
指
導

と
添
削
、
面
接
の
心
構
え
と

実
践
演
習
で
し
た
。
講
座
申

し
込
み
者
数
は
既
卒
者
を
含

め
三
十
三
名
で
し
た
が
、
実

際
に
講
座
に
参
加
し
受
講
し

た
学
生
は
二
十
七
名
で
し
た
。

採
用
試
験
結
果
報
告
で
は
受

験
者
二
十
七
名
の
う
ち
一
次

合
格
者
は
二
十
一
名
、
そ
し

て
見
事
に
二
次
合
格
者
は
十

七
名
と
受
験
者
の
健
闘
を
称

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
十
月
・

十
一
月
・
十
二
月
の
三
回
は

一
年
生
～
三
年
生
（
二
十
五

名
）
を
対
象
に
採
用
試
験
対

策
講
座
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用

し
、
対
策
講
座
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
同

窓
会
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

第
五
回
目
と
な
る
日
本
体

育
大
学
慰
霊
式
が
、
八
月
九

日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
正

門
の
慰
霊
碑
前
に
て
執
り
行

わ
れ
、
創
設
者
の
故
日
髙
藤

吉
郎
先
生
を
は
じ
め
、
先
の

大
戦
に
於
い
て
学
徒
出
陣
な

ど
で
心
な
ら
ず
も
戦
没
さ
れ

た
同
窓
の
方
々
を
慰
霊
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。 

 

参
列
者
は
、
松
浪
理
事
長

を
は
じ
め
法
人
各
役
職
員
の

方
々
。
教
学
分
野
で
は
具
志

堅
学
長
以
下
教
職
員
、
設
置

学
校
長
。
阿
部
一
二
三
・
詩
兄

妹
を
代
表
と
す
る
学
生
諸
君
。

卒
業
後
六
十
余
年
に
も
な
る

同
窓
生
。
都
同
窓
会
役
員
等
。

所
縁
の
あ
る
方
々
の
列
席
を

得
て
、
炎
暑
の
中
で
は
あ
っ

た
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、

母
校
の
「
礎
」
と
な
ら
れ
た
故

人
を
大
勢
で
偲
ん
だ
。 

 

私
は
、
百
二
十
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
、
新
装
成
っ

た
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
よ

く
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
そ
の
折
、
何
時
も
慰
霊

碑
「
魂
」
の
前
を
通
っ
て
教
育

研
究
棟
に
入
ら
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
碑
の
前
で
は
、
必
ず

感
謝
の
黙
礼
を
し
て
通
っ
て

い
る
。
そ
の
時
に
拝
見
す
る

こ
と
だ
が
慰
霊
碑
に
は
、
い

つ
も
献
花
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
何
方
な
の
か
、

組
織
で
の
献
花
な
の
か
、
心

温
ま
る
情
景
を
見
せ
て
い
た

だ
き
、
日
体
大
の
「
心
」
つ
ま

り
「
建
学
の
心
」
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
「
証
」
が
五
学
部
、
八
千

人
の
偉
容
で
あ
ろ
う
。
納
得

で
き
る
も
の
だ
。 

時
は
少
子
高
齢
の
世
。
就

学
人
口
の
減
少
は
事
実
で
あ

る
と
は
申
せ
、
い
つ
の
時
代

に
於
い
て
も
崇
高
な
理
念
と

教
育
実
践
に
は
、
人
々
の
学

び
に
対
す
る
欲
求
は
途
絶
え

る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
そ
の

こ
と
を
思
う
と
学
舎
は
「
城
」

を
連
想
す
る
の
で
あ
る
。
先

人
の
営
々
と
し
た
努
力
と
先

見
性
の
足
跡
は
城
閣
石
垣
の

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

江
戸
城
は
勿
論
、
竹
田
、
津
山
、

丸
岡
城
等
立
派
で
崩
れ
る
こ

と
な
く
見
る
人
を
圧
倒
し
て

い
る
。
こ
の
見
事
さ
は
、
水
中

や
土
に
埋
も
れ
る
一
つ
一
つ

の
石
積
み
が
、
何
百
年
も
支

え
、
人
々
の
心
を
魅
了
し
て

い
る
。
そ
の
石
積
み
作
者
を

「
穴
太
ノ
衆
（
ア
ナ
ノ
シ
ュ

ウ
）」
と
呼
ぶ
ら
し
い
。
丁
度
、

本
学
を
百
二
十
五
年
前
に
積

み
上
げ
た
先
人
の
姿
に
似
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
見
性

と
努
力
を
継
承
し
た
い
。 

 

                                                   日体魂 
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令
和
元
年
八
月
二
十
七
日

（
火
）
山
梨
県
花
咲
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
も
昨
年
同
様
猛
暑
の
日

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
当
日

は
、
早
朝
に
は
、
か
な
り
の
雨
が

降
り
ま
し
た
が
、
曇
り
空
で
迎

え
、
過
ご
し
や
す
い
当
日
に
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
、
二
十
五
名

の
参
加
、
そ
の
中
三
名
の
女
性

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
回
も
昨
年
同
様
の
早
朝
ス

ル
ー
プ
レ
ー
で
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
現
地
に
六
時
集
合
、
イ
ン
、

ア
ウ
ト
に
分
か
れ
七
時
前
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト

は
、
過
ご
し
や
す
く
快
適
な
天

候
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
プ
レ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ル
ー
プ

レ
ー
で
第
一
組
が
終
了
し
た
の

は
十
一
時
頃
、
最
終
組
も
十
一

時
三
十
分
に
は
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

入
浴
後
、
コ
ン
ペ
ル
ー
ム
で
食

事
を
兼
ね
て
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
、
今
回
初
め

て
参
加
の
方
々
の
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
前
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
日
体
時
代
の
話
が
あ
り
、

多
く
の
学
生
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
手

助
け
し
た
そ
う
で
す
。
一
九
六

四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

当
時
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

来
年
行
わ
れ
る
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し

た
。 

 

私
は
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
に

所
属
し
て
い
て
、
校
舎
の
片
隅

で
巻
き
藁
を
使
用
し
て
良
く
シ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
練
習
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
横
で
、
ゴ
ル

フ
同
好
会
が
練
習
を
行
っ
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

菅
平
の
キ
ャ
ン
プ
実
習
で
の
ゴ

ル
フ
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
し
た
。
私
が
、
ゴ
ル
フ
を
始
め

た
の
は
、
二
年
前
で
す
。
少
し
ず

つ
上
達
し
て
き
た
結
果
、
優
勝

は
、
大
瀧
吉
夫
さ
ん
、
準
優
勝
が
、

自
己
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
が
出
て
、

運
よ
く
わ
た
し
に
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
先
輩
方
も
、
大
変
上

手
で
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

今
回
で
三
回
目
の
参
加
で
す
。

次
回
か
ら
は
、
さ
ら
に
多
く
の

方
々
と
ゴ
ル
フ
研
修
会
を
通
し

た
懇
親
を
深
め
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
も
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

次
回
の
予
定
は
、
十
二
月
二

十
七
日
（
金
）
の
予
定
だ
そ
う
で

す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

「
第
五
回
東
京
都
同
窓
会 

ゴ
ル
フ
研
修
会
報
告
」 

 

相
佐 

光
慶 

昭
和
五
十
七
年
卒 

編集後記 

元号が「令和」となりました。いよいよ ２０２０東京オリンピック・パラリンピックを 

迎えます。４６年前の東京オリンピックにかかわられた同窓の皆様も 数多くいらっしゃる 
ことと拝察いたします。広報誌「日体魂」も２６号を発刊することができました。ご執筆 
いただいた各位には心より御礼申し上げます。 
これからも、よりよい広報誌「日体魂」となるよう取り組んでまいります。ホームページ

と合わせてご協力をお願いいたします。 

 

ホームページをご覧いただくには、アドレスバー（ネットの画面の左上にあります）に 

     www.nittai-doso-tokyo.jimdo.com と入力してください。 

  
ご要望など、東京都同窓会ホームページ事務局連絡フォームか、 

vzk00103＠gmail.com に直接メールをお送りください。 
 

                   東京都同窓会 広報委員会委員長 角杉美恵子 

―４― 

 


